
先週，１学期期末テスト行われました。各教科で答案用紙が返され，解説等も終えたと

ころだと思いますが，結果はどうだったでしょうか？自分で立てた目標点数は達成するこ

とができましたか？

テストが終わった今，皆さんに言いたいことは，「テストが終わった今も大事！」とい

うことです。なぜなら，テストによって，皆さんの課題が明らかになったからです。

以下，皆さんに取り組んでほしいことを挙げてみます。

① 間違った問題を解き直す。

→ 学習内容の確実な定着を目指す。自力で解決できない場合は，先

生方や友達に聞いて解決する。

② 「どうして間違ったのか」「なぜ解けなかったのか」を分析する。

（問題の原因を明らかにする）

→ 学習量が足りない（自信がつくまで，理解するまでやっていない），

ケアレスミスが多い…

上記②のうち，「ケアレスミス」が多い人には，「うっかりノート」の作成をおすすめ

します。「うっかりノート」とは，自分のミスパターンを把握するためのノートづくりで

す。以下，「うっかりノート」の作成例を挙げておきます。

（裏面に続く…）



「うっかりノート」には，

① テストで「うっかりミス」をした問題を書き出します。

② そして，自分がどの段階で間違ったのか，どんなミスをしたのか，なぜ解けなかった

のか等について分析し，自分なりの考察をメモとして書き込んでいくのです。

こうした取り組みを継続することで，自分のミス傾向を知り，ケアレスミスを減らして

いくという取り組みです。

これまでの，各種調査・テストを分析してみると，本校生徒に

ケ アレ スミス が多 いと いう結 果が 出てい ます 。（ これはひらた清

風中学校だけの傾向ではないのですが）問題をよく読んでいない，

条件に沿った答え方が出来ていない…答えは見つけ出せているの

に，答え方でミスをしている…こんなにもったいないことはあり

ません。これが，入試だったら…と考えるとぞっとしませんか？

（入試では１点がものをいいます）

是非，「うっかりノート」づくりをはじめ，テスト後の学習を充実させることで，力を

つけてください。「やりっ放し」では力はつかないのです。

テストは，自分の学習状況を振り返ったり，改善を図ったりするためのよい機会だと思

ってください。そうすれば，必然的にテスト後の取り組みを大事にするはずです。皆さん

の「行動」に期待します。

～学習に生かす～ 福沢諭吉の言葉

「進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む。」

※福沢諭吉（幕末から明治初期の啓蒙思想家・教育者 / 1835～1901）




